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教育現場か ら発信するIRの シス テム構築に 向けて

難 波 輝 吉
’ 1

〈 概要 〉 名城大学で は学生 の 英語 運用能 力 の 向上 を図 る戦 略 と して ，英語 多読教 育を実践 して い

る。多読教育に 関す る情報は ，図書館総合管理 シ ス テ ム に蓄積 し，教職協働体制 の 下 で ，学生 の

学習情報を随時把握 ・分析 し
， 教育改善及 び 学習環境 の 整備充実に役立 て て い る 。 本発 表で は ，

教職協働に よ る組織的か つ 実践的な教育開発の 取 り組み を基 に，我が国に お ける
“
教育現場か ら

発信するIRの シ ス テ ム 構築
”

に つ い て 考察を深める機会 としたい。
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1 ．は じめ に

　本 学で は ， 2005年度か ら学校法 人名城大 学

の 基本 戦略 （Meijo　Strategy　2015 ： 以 下 ，
MS −15と略記）を策定 し，全学及び各部署が共

有した 目標 の 下で 人材育成 を展開 して い る。そ
の 取 り組み の

一
つ として，筆者が 所属す る大学

教育開発セ ン ターで は，MS −15の
一
領域で ある

「教育の 充実」 に関 し て 『全学的教育プ ロ グラ

ム の 強み づ くり』と し て位置づ けた，英語多読

教育の 開発 に取 り組ん で い る 。 こ れ は，2007

年7月 の 「平成19年度私立 大学等経常費補助金

特別 補助 」 の 申請 を契機 に ，2008年4月 か ら 当

セ ン タ
ー

の 教育開発 プ ロ ジ ェ ク トと して 動 き

始め た戦略 で あ る 。

　本発表 で は ，こ の プ ロ ジ ェ ク トに マ ネジ メ ン

トの 立場で 参 画 して きた 1年 2カ月余の 経験を
‘‘
大学に望 まれ るIRの シ ス テ ム づ く り

”
とい

う筆者の 問題 関心 に そ っ て 意味づ け を してみ

た い。

2 ，英語多読教育の開発 プ ロ ジェ ク ト

　 （1）英語多読の学習環境の整備

　英語多読教育は ，辞書は使わず に英語 読書教

材を楽 しく読む こ とを可能 に す る指導法が特

徴で ある。それ を可能にす るには，多読教材の

利用環境 と多読法専門の 指導者 の 存在が 最低

限必 要 とな る。

　名城大学で は ，2006年か ら全 学共 通教育の

英語 授業で 「聴 く ・読む ・話 す ・書く」 の 4技
能を習得 目標 に 掲げた こ とで ，

「読む 」 た め の

学習教材 の 充実が課題 となっ て い た 。

　学習教材に関 し て は，英語多読指導 の 専門家
の 助言で ， 図書館 に軽読書 コ ーナーを設置 し，

多読図書の 整備 を始めた 。 そ の 結果，利用者数

の 増加が 明 らか にな り，
こ れ を受けて ， MS −15

の 「強みづ くり戦略」 の 全 学支援が加 わ り，

2008年 4月か ら，図書館 とは別 に，多読指導者

が常駐 し，英語 多読専用 図書の 閲覧と貸出 を行

う 「多読ル ーム 」 が 開設された。

　2009 年 6月現在の 蔵書数 は約 16
，
000冊で あ

り，本年度か ら附属 高等 学校で も試 行 的に高大

連携 に よる英語多読指導 の 取 り組み に着手 し

た と こ ろで ある。

　 （2）多読教材に表示 する書誌情報の 工 夫

　教材 の 選書は ， 多読ア ドバ イ ザー
として 配置

し た 専任教員 1名 が 中心 と な っ て 行 い ，指導は

多読教育の 経験 を有す る複数の 英語担 当教員

と協力 して行 っ て い る 。

　選書 され た多読図書 の 表紙 には，図 1の よ う

に ，個別の 書誌情報をバ ーコ ー ド化 し て 貼付 し

て い る 。

　清報 につ い て は ， 本 の 題 名 ， 総語数 と レ ベ ル

を表示 し ， 学生が 自分 の 能力 に あ っ た選書が で

きる よ うにな っ て い る。

　 これ に加 え，8学部 ・10研究科を設置する総

合大 学の学生 の 興味・関心 の あ る分野 を選択 で

き る よ うに，独 自に 11の ジャ ン ル に分類表示

し て い る。

　 こ の よ うに，学生 が利用 しやす い 環境を整 え，

自立的な学び に取 り組 む こ とを可能 にする の

が ，多読教材整備 の 特色で ある。

本 の 題 名

総語 数 ：

ジ ヤ ン ル

図1．表示 し て い る書誌情報
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　 （3）利 用状況 に 関する統計情報

　利用惰報 の 収集 ・管理 は ， 市販 の 図書館総合

管理 シ ス テ ム を 活 用 し て い る 。 管理 し て い る情

報 は，大別する と蔵書情報，学生情報 の 2っ に

分類 され る。

　蔵書情報は ， タイ トル ，著者名，出版社名，

総語数，
レ ベ ル を集積 し，それ を蔵書原簿 と し

て管理 して い る 。 学生情報は，氏名，学部 ・学

科 ・学年等の 個人情報 と英語科 目の 担当教員名

を統合 して 管理 し て い る。

　 こ れ ら集積 した 基本情報の 上 で ，貸出 ・返 却

の 記録を集積す る こ とに よ り，表 1の よ うな利

用状況に関する様 々 な統計1青報が 生成 され る 。

表 1．図書 館 総 合 管 理 シス テ ム で 生 成 され る統計 情報

データ 得 られ る情報 集積可 能な 単位

蔵書原簿「． 図書の 冊 数

賃出
・
返 却人数 多読 ル

ー
ム利 用者数　　　　　　　　　P

個別 図 書の利 用回 数r11． 1冂「1
貸出 ・

返 却冊 数 個 別 図 書 の利 用人 数．凵．．
ベ ス トリーデ ィ ン グ

利
用

環
境
情

報
　
　．
　

学

習
履
歴
情
報

学生個人の読書量

  匍

全学 ・学部 ・学科

（期間）

日
・
週
・
月 ・年次学生個人の読書 レベ ル の 推移

貸出 ・返却冊 数

　Li」．11

学 生 個 人 の総 修 得 語 数 の 推移． ．1．．

貸出 ・返却期間

ベ ス トリ
ー

ダ
ー

学生の読書ス ピードの 把握

　 （4）英語多読教育の 方法 ・内容

　英語 多読学習 の 方法 は，単に専用図書を読む

だ けで はな い 。学生は ， 読ん だ図書の 感想 ， 使

えそ うな フ レ
ーズ の 抽出，感動 した部分などを

「ブ ッ ク ・レ ポ
ー

ト1 と し て まとめ て 提出 し た

後 ，それ を教員に確認 し て も らい ，フ ィ
ー

ドバ

ッ クを受 ける。また，学生は読ん だ図書 の タイ

トル ・レ ベ ル
・総語数の 情報 を読書記 録 と し て

残す。

　こ れ らの 情報を ， 学生 は 自らの 学習履歴 と到

達 目標 の 確認 に
， 教員は授業方法や 教材 選 定の

方針策定などに活用する。

　英語多読 に興味 ・関心 を持 ち，意欲的に英語

を学びた い 学生 には ， よ り進 んだ プ ロ グラ ム と

して ， 課外的な活動の 「楽読クラブ」を設 置 し ，

さらに高い レベ ル の 総合的な英語力 向上 の 機

会を与え て い る。

　正課及 び楽読 ク ラブにお け る学習成果の 検

証 は ， TOEIC 　IPな ど複数 の 試 験 を活用 し，学

生 の 英語運 用能力向上 をモ ニ タ リ ン グ し て い

る。また，こ れ ら の結果 と読書量 の 関係を分析

し，使用 す る教材 の 選定 ，教授法 の 改善に も役

立 て て い る。2008年度 に は 教授法 の 評価 の 検

証 の た め ，ケ ン ブ リ ッ ジ英語検 定の KET ／

PET を実施 し，
　 TOEIC 　IPを は じ め とす るテ ス

トの 結果 とKET ／PET の ス コ ア の 関係 を検証

し，授業内容 ・方法 の 妥 当性 の 確 認を行 っ た 。

　本プ ロ ジ ェ ク トの 円滑 なマ ネ ジメ ン トに 当

た っ て は ，こ の よ うに英語多読教育の 実践に 関

心 を寄せ ，理解を深 め て い く必要性 を認識 した。

3 ．英語多読教育に おけるIRの取 り組み

　 （1）英語多読教育 を支える組織 ・環境

　 英語 多読教育は ，全 学共通教育 の 英語科 目の

中で 行 われ，主 として 専任 ・非常勤の 日本人教

員 （28名）が 担当 し ， そ の 企画 ・立案は，大

学教育開発 セ ン タ ー
所属 の 英語専任教員 （5名 ）

と職員 （3名）の 教職協働体制に よ り推進 し て

い る 。 職員は主 と し て ，教材購入，貸出 ・返却

業務 ， 英語 多読図 書の 蔵書デ
ー

タ入九 利用学

生 の 情報登録 ・管理 ， 図書館総合管理 シ ス テ ム

を活用 し たデータ収集 ・整理 ・分析，担 当教員

との 連 絡調整 ， 多読ル
ー

ム 環境の 維持管理 を基

幹業務 として い る 。 こ の よ うな役割分担 の 下，

多読教育を含む英語 教育全体 の 質保 証 を 旨に，

教員 ・職員相互 で 現状及び 必 要情報の確認 ・共

有 を 目的 と して ，毎 週 1回，約 2時間で 専任英

語教員 と職員 に よ る ミ
ー

テ ィ ン グを実施 して

い る。ミ
ーテ ィ ングでは ，授業の 進捗状況，授

業 の 改善工 夫，研 究会の 企 画 ・立案，外部環境

の 動向把握，多読教育に係 わ る予 算・事業計 画

の 検討など，共有 した多様な情報を活 用 して 具

体的活動 ・方策 の 意思決定を行 い ，それぞれ の

立場で行動を確認
・実行 し て い る。ミーテ ィ ン

グの 情報は ， 英語担 当の 非常勤教員や 大学教育

開発 セ ン タ
ー

所 属 の 職員 は も とよ り， 教育担 当

副学長 ・常勤理事に も報告 し，教育現場か ら大

学執行部に情報提供 を行 っ て い る。 また，適宜，

大学執 行 部 か ら教育現場 へ の 助言等を受 け る

こ ともあ り， 相互 に流通する様 々 な情報を有効
に活用 して い るe その 意思決定支援の役割を担

っ て い る組織は大学教育開発セ ン ターで あ り，
マ ネジメ ン トは筆者が担 っ て い る 。

　池田 （2004 ， p，196 ）は ， 名 古屋大学評価情

報分析室 （現評価企画室）の 設置に際 し，大学

の ス テークホ ル ダーに対 して ，必要な情報を迅

速か つ 正確 に届 ける こ とを第
一

義 と し， 「情報

は 巨大に 蓄え る の で は なく，常に 様 々 な形で 流

通 させ る こ とに 意味が ある。」 と述 べ て い る。

　筆者 は こ の 考え方 に基 づ き，IRは，情報を

一 44一
N 工工

一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Educational Information

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　工nformation

ミニ シ ンポ ジウム 皿

届 ける先 の 名宛人 とそ の ニ
ーズ を先に考えて

か ら， 必 要なデ
ー

タを入手 し，それ を活きた情

報に 変換する
“
ヒ ュ

ーマ ン シ ス テ ム
”

と認識 し，

英語多読教育を支えて い る 。

　 （2）IRコ
ーディネーターとしての 実践

　筆者は ， 表 1で得 られ る学生 の 学習情報 を活

用 し，マ ネジメ ン トベ ー
ス で 英語多読教育を支

援する
“
IRコ

ー
ディネ

ー
タ
ー”

として 自己認

識 し，職務遂行 にあた っ て い る 。 IRコ
ーデ ィ

ネー
タ
ー

とは ， 大学を取 り巻 く外部環壌 ・内部

環境の 動向や情報に精通 し，蓄えた様 々 な有益

なデータや情報を持っ て ，執行部等の 関係部署

及び意思 決定をなす立場 に ある者 の 所 へ 出向

き，デ
ー

タや情報 の エ ン ドユ
ーザーと意思決定

者の 架橋的役割 を果たす者 と考え て い る。筆者

は
， 相互 の 間 に 立 ち，常に 関係部署及び 関係者

と の対話環境 と信頼関係 を持 っ て ，組織運 営や

意思決定をコ ーデ ィネー トす る役割を担 っ て

い る 。

図2．本取 り組み に おけるIR の 位置 づ け

英語教員

コ ミコ．轟 ティ
國

》 太 学執行部
圃

英語多読教育

　諸データ

大学教育醗発センター

玉Rコ
ーディネーター

　多読ル
ーム で稼働 し て い る図書館総合管理

シ ス テ ム か ら得 られ る情報は表 1で 示 したが ，

こ れ らの 活用方 法は，表 2の とお りで あ る 。

表2．収集 ・分析 データの 活用 方 法

データ 得られ る情報 情報か ら展開する行動 等

蔵書原姆 図書の冊数 多読ル
ーム基本情報の発信等

貸出 ・返却人数 多読ル
ーム利 用者数

施設 ・設備環境充実，指導者 ・
支 援者の 配置計画 の策定等

個別図書の 利用回数

貸出 ・返却冊数 個別図書の利用人数

図 書の 整備 ・購入計画の立案，
学 生全体の輿味 ・関心の志 向．
教 授法改善方策の 策定等ペス トリ

ーデ ィ ング

利
用

環
境
情
報
　

　゚

　
　

　

学
習

顧
歴
情
赧

　　「 尸
学生 個人の 読書量

「

学生個 人の読 書 レベ

ルの 推移　卜rr
貸出 ・返却冊数

掌生個 人の総修得語

数の推移

学 生個人の読書量 ，修 得した

繊 語数，読 書傾 向の把 握．個

人の輿味 ・関心 の 志向．教授

法 改善方策の検酎ペス トリーダー

貸出 ・返却期間
学生 の 読書ス ピード

の把握

　こ れ ら のデー
タ ・情報は ，

ス プレ ッ ドシー ト

（MS −EXCEL ） フ ァ イ ル で管理 し，加工 しや

すい よ うに して い る。データ ・情報は，個入情

報 の ガイ ドライ ン に従い
， 適切に管理 し て い る 。

　表2の 情報か ら，教育環境 の 充実，経営支援

の 方策 など，複数の 施策検討に必要な情報を把

握 ・提供するこ とが可能で ある 。 筆者の 活用事

例を あげれ ば ， 貸出 ・返却人数 と冊数 の 情報か

ら ， 教育環境整備 に係 わる情報 を分析 し，施

設
・
設備環境の 充実方策の 検討，指導者 ・支援

者の 配置計画の策定 ， 図書の 整備 ・購入計画 の

立案に活 用 して い る。
一例であるが，こ の よう

に，教育情報 を経営情報に変換 し て ，教員 と協

働 し て 予 算執行計画 を検討す る こ とに役立 て

て い る。予算要求時には，多読ル
ーム の 利用 状

況や学生 の 学習履歴情報 を集約 し，教育環境の

整備充実に必 要な根拠 を整理 し て い る。

　2009年4月か ら， 学生の 読書量に ガイ ドライ

ン を設 けた こ と か ら ， 多読ル
ーム の 貸出冊数 ・

利用人数が大幅に増加 し た。想 定外 の 事態で あ

っ た が，図書館総合情報管理 シ ス テ ム の 情報 を

利用 し ， 安定 的運営を担 保す る人的措置 ，
ニ
ー

ズ の 高い 図書購入 など，緊急性の 高い案件 に対

し て 多読教育担当教員と大 学教育開発セ ン タ

ー職員が向き合 っ て 協働 した結果 ， 迅速に対応

す る こ とがで きた。

図3，図書累計貸 出冊 数の 状 況 （09年度 ）
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　こ の よ うな事例以外に も，英語教育の 専任率

向上 と教育改善を旨に ，全 開講 コ マ 数 ， 教員 1

人当た り担当 コ マ 数 雇用経費な ど の 複数 の 情

報 を大学教育開発 セ ン タ
ー

で収集 ・分析 し，そ

れ らの 情報 を大学執行部に送 り届け，新た な英

語教員組織の構築に活用 した事例 もあ る 。

　大学執行部も教育現場 と同 じ情報で ， 取 り組

み の 背景や実態を共有 し，そ の 実績を事業報告

書やホ
ーム ペ ージを通 じ，大学全体の戦略的取

り組み の 成果 とし て発信 し て い る。
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4 ．IRに 必要 な環境 ・人材確保と育成の方途

　 （1）IRに 必要な環境

　大 学の 組織を支える基盤 は多種 多様で ある。

多様化
・複雑化 す る 環境下 に お い て ，大 学の 組

織力強化は重要課題である 。 しか し，IR組織
を設置すれ ば，あらゆる課題 が 解決す る とい う

もの で は な く，デ ータ環境，人的資源の 有効活

用 が重要 で ある 。 IRの 環境づ くりに つ い て ，

森 （2008 ）は ，
IRに必要な の は組織で は なく，

機能ではない か と指摘 して い る 。 既に各大学に

は ，日常業務の 遂行過程で多種多様なデー
タ集

積機能を有 して お り，問題はそれ らの データに

総合性 と継続性が保証されて い ない こ とを示

唆 して い る。要点は ，体系的なデ ータ ・情報集

積 と継承 で ある。こ の こ とは ， 大規模 なデー
タ

集積 シ ス テ ム や高度な専門性 を有す るス タ ッ

フ に多額の 投資を しな くて も，IR機能が実現

し得 る こ とを示す もの と考 え られ る。こ れ が
“

大学に望まれ るIRの シ ス テ ム づ く り
”

の
一

っ と考え る。

　 （2） IR を担 う人材に必要 なカ ・育成方法

　 IRに 必 要 な知識 ・技術 につ い て 理論的 に検

討 し たTerenzini （1999，　 pp．23−25）は ，
　 IRに

必 要な知 （組織的知性）は次の 3つ の 層か らな

る として い る 。

  技術を活 か し分析 す る知 ：デー
タ収集 ・分析

　 する能力。

  課 題 に対処 す る知 ：分析結果を意思決定者に

　的確に報告す る能力 。

  文脈を掴む 知 ；組織に っ い て の 実務的知識や

　知 恵 。

　 こ の 理論 と筆者の 経験をあわせ ると，各担 当

業務 にお い て タ ス クに整合 した調査 分析結果

を教育や経営の 改善に活か し て い く
‘‘IRマ イ

ン ド
”
が最 も重要で ある と考える。そ の 要点は，

  常 に N 常業務の 中で感ずる 疑問や課題 に対

する強い 改善意識を持つ こ と，  大学 の 内部環

境 ・外部環境 の 動向に 関 心 を持 っ て ，次 の 第一

歩を考え る こ と，  経験 を積み重 ね ，教員 と職

員が共通 言語 で 対話 で き る よ う学び続け る こ

と の 3点 で あ る 。 そ して ，3つ の 知，3つ の IRマ

イ ン ドを統合 し て
“
組織を動かす力

”
も身に つ

ける べ き重要な力で あると考える 。

　 これ らの 育成方法に っ い て は，筆者 の 経験 で

は，教育と経営の 現場をバ ラ ン ス よ く経験 し，

それ を知 と して 統合 して い くこ と と考え る。

経営は教育研 究 を支え，教育研 究 の 成果が経営

に寄与す る とい うIRマ イ ン ドが定着 し，個 々

の 構成員 の 行 動 に 表れ る よ うになる こ と が ，
IRの 基盤整備の 第一歩 と考 え る。

5 ，ま とめ

　 我が国の IRの 取 り組み はまだ黎明期であ る

が
， 最 も重要な こ とは ， 敷居 の 高くない IR，

つ ま り
“

大学に望まれ るIRの シ ス テ ム づ くり
”

で ある。IRの シ ス テ ム づ くりは ， 教育の 質保

証 と大学の 活動の 可視化に 結びつ く。筆者は 自

己点検 ・評価の 業務推進者 と して 直面 し た課題

か ら，こ の テ
ー

マ に巡 り合っ た。こ れ ま で 数多

くの デー
タ と向き合 い ，そ の 分柝結果か ら，具

体的な改善提案を実践 してきた経験 も数多く

あ る。現在，取 り組ん で い る多読教育支援を通

じて再認識 した の は，データや情報を活きた も

の とす るIRマ イ ン ドの 重要性 で あ る。また，
こ の経験か ら，データ 以外に も教員 の 教育に対

す る 熱 意 な ど，あ ら ゆ る教育力 の リ ソー
ス を価

値ある も の と して い かな けれ ばな らな い こ と

も確認 で き た。

　 自己 点検 ・評価で 使 うデータ の 枠 組 み か ら抜

け 出 し，デ
ー

タ の 裏側にある多元的な情報の 収

集 と分析 で きる人材 ， そ して ，意思決定を支援

す るIRマ イ ン ドを理解 ・活用 で きる人材 を増

や し，引き続き
“
大学に望まれ る IRの シ ス テ

ム づ く り
”

に貢献 して い くこ とを宣 し，結び と

する 。

　最後に ，本発表に際 し て協力 い ただ い た多読

教育を推進 して い る先生 方，多読ル ーム の活動

を支えて い る人学教育開発セ ン ター所属職員

に 謝意を表 した い 。
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